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歌麿まつりの初日、青空の下で開館行事が行われました。
（万町にて 10月25日撮影）

「とちぎ歌麿館」が開館
歌麿のゆかりを今に伝える　
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栃木市マスコットキャラクター
「とち介」
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江
戸
時
代
の
浮
世
絵
師
、
喜

多
川
歌
麿
と
本
市
の
ゆ
か
り
に
つ

い
て
情
報
発
信
を
行
う
常
設
施

設
と
し
て
、「
と
ち
ぎ
歌
麿
館
」

が
、
歌
麿
ま
つ
り
初
日
の
10
月

25
日
（
土
）に
開
館
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
開
館
日
に

は
開
館
行
事（
写
真
）が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
観
光
客
が
、
見
世
蔵
や

歌
麿
の
大
き
な
高
精
細
複
製
画

に
見
入
っ
た
り
、
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
と
ち
ぎ
歌
麿
館
は
、
市

内
万
町
に
あ
る
栃
木
県
指
定
の

有
形
文
化
財
「
古
久
磯
提
灯
店

見
世
蔵
」
を
活
用
し
た
「
ま
ち
な

か
美
術
館
」で
す
。

館
内
で
は
、
栃
木
の
豪
商
の

依
頼
で
歌
麿
が
描
い
た
と
言
わ
れ

る
肉
筆
画
大
作「
雪
」「
月
」「
花
」

の
う
ち
、
市
が
制
作
し
た
『
品

川
の
月
』・『
吉
原
の
花
』の
高
精

細
複
製
画
を
メ
イ
ン
に
、
歌
麿
の

姿
も
描
か
れ
て
い
る『
蜀
山
人
判

取
帳
（
複
製
本
）』や
、
復
刻
版

画
の
歌
麿
美
人
画
（
数
点
）
な
ど

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歌
麿
と
栃
木
の
ゆ
か

り
等
の
説
明
パ
ネ
ル
は
、
本
市
を

訪
れ
た
外
国
の
方
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
英
語
を
併
記

し
た
も
の
も
設
置
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
江
戸
末
期
に
建
て

ら
れ
た
見
世
蔵
の
説
明
、
古
久

磯
提
灯
店
の
看
板
や
、
栃
木
町

絵
図
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
開
館
時
間
：
9
時
〜
17
時

○
休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
）、
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
曜
日
の
場
合
は
開

館
）、
年
末
年
始
、
展
示
替
え

期
間
（
不
定
期
）

○
入 

館 

料
：
無
料

○
所 

在 

地
：
栃
木
市
万
町
７
‐
１

し
ょ
く
さ
ん
じ
ん


